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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・１２月８日（金）三上Ｄｒの都合により、お休みとなります。

・もちつき大会の企画書が承認されましたので、各病棟へ配布しています。各自、目を通し周知しておいて下さい。各病棟より２名サポートスタッフについています。サポートスタッフについている方は、１２/１２（火）１５時より、４階ユーティリティーにて、スケジュール等伝達致しますので、忙しいと思いますが時間の調節をし、企画書持参で集まるようにして下さい。

・新春書初め大会の企画も承認されていますので、各自周知お願いします。

・クリスマス会のケーキについて、ショートケーキかプリンの選択をお願いします。カロリーの制限されている方も好きな方を選んで頂き、夕食にて調整をかける事としています。

＜患者様連絡事項＞

・村上　幸子様～昨日、ご家族様(長男様)より電話連絡にて障害者手帳に貼る写真が必要とのお話しあり、本日単独で近くの３分間写真で写真を撮られてきています。

・大上　なみ様～排便コントロール目的の為、本日シンラック液１本処方となっています。排便状況の確認と観察を行っていきましょう。

・津嶋　イチ子様～前歯(ブリッチ)の不具合いがあり、歯科受診勧めておりましたが、本人様の拒否見られ、受診に至っておりませんでした。本日、再度声掛け行うと、本人納得され、受診する事としています。本日ご家族様への連絡し、受診の確認を取る事としています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・田野端　忠夫様～問診時、｢動悸がある｣との訴え聞かれています。降圧剤服用されている方ですが、現在も収縮期の高値はみられています。プログラムの参加時、激しい運動の時は無理しないよう声掛けをしながら参加状況や症状の観察・傾聴して関わっていきましょう。

・船場　幸子様　～一昨日、怒り口調の独語やスタッフを睨みつける事がありました。翌日より、眼光のするどさや独語は聞かれず、落ち着いた対応もできている事等を主治医へ情報提供しています。本人様は「同じ部屋の人が部屋移動した事により、自分と折が合わず、だから部屋移動となったのではないかと思っていた」と話されています。スタッフ側より、そうではない事の説明をし、納得されています。なかなか本人様より、悩み・不安事を話してこられない方なので、スタッフから話し掛けを多くし、関わりを多く持っていきましょう。

＜小坂Ｄｒ診察＞

・坂本　のり子様～本日、左耳介部の状態を診察しています。臨時薬処方となっていましたが、飲み切り止めとなっています。今後も患部の腫脹・疼痛の有無、洗面の際、水で耳を勢い良く洗ったりしている為、患部に触れない・刺激しない様声掛けし、確認を行っていきましょう。次回診察を来週の(火)もしくは(水)としています。

・木村　梅子様～８日前から生理があるとの本人より話あり本日小坂Ｄｒの診察予定でしたが、本人様へ婦人科の診察の準備について説明すると、｢私そんな事した事ありません｣と言われ、｢出血なんかしていません。生理です。白っぽいものです｣と生理についての妄想めいた発言も聞かれています。スタッフの説明にも、耳を傾ける事が出来ずにおり、診察拒否となっています。又、プログラムを休む口実や入浴拒否でも、｢〇〇さんも生理だって休んでるじゃないですか｣との発言聞かれていますので、今後も本人様の話しを傾聴し、関わりを持っていきましょう。

＜皮膚科診察＞

・小坂　君子様～右頸部・顎に癤ができており、アズクロ処置しておりましたが、軽減されており、アズクロ処置→デルモゾールＧ軟膏へ変更としています。引き続き患部の状態の観察を行っていきましょう。又、本人様より顔面の湿疹についてオロナイン軟膏を塗付して良いのか、診察時先生に確認しておりますが、先生より使わない方がいいとの説明受け、納得されています。

・三上　勇様　～右大腿急性湿疹の為、アズクロ処置していましたが、軽減見られた

為、止めとなっています。他患部の処置継続な為、状態の観察を引

続き行っていきましょう。

＊皮膚科についたスタッフは指示箋の内容を確認しましょう。疾患名と処置欄が追加で多くなっている場合があり、一緒にしていいものもありますので再確認を周知徹底していきましょう。

＜ＳＳＴセッション評価＞

・Ａグループ～月初めで短期目標の設定となっています。個別アプローチとして三上

　　　　　勇様がライター１６個持っているとの事で｢サービスで貰う、物品を上

手く断ってみる｣のロールプレイを試みています。他者からは｢そんなに持っている必要がない｣の意見が多数聞かれています。スタッフからも、多数所持していることで生じる問題点について確認しようとすると、急に興奮され大きな声で｢アホらしくてやってられない｣と帰ろうとする事あります。説得に落ち着いていますが、理解力に乏しい。短期目標・ロールプレイは出来ずに終わっています。

・本日、上記について意見交換しています。

· ＳＳＴのセッションとして適切だったか詳細に検討する必要があるのではないか。

· セッションの中で同じような流れになった場合、どのようにして対処・修正していく必要があるか事前に検討しておくべきだったのではないか。

· リーダー・コ・リーダーの役割を再確認する必要があるのではないか。

※ＳＳＴの担当スタッフになった場合は、プレ・ミーティングを有効に活用していきましょう。


































